



Present reality and problems of immigrants’ daily life in Japan





























































































































































































































































































































































































り「 1－ 2か月未満」20.7％，「 2－ 6か月
未満」16.8％，「 2年以上」15.7％であり， 1
図７　在留資格









































































































































































































り「なし」27％，「 1回」22.2％，「 2－ 3回」










1 回 102 22.2％
2 ～ 3 回 98 21.4％
4 ～ 5 回 56 12.2％
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策推進室」が内閣府に設置され，2010年には
「日系定住外国人施策に関する基本指針」が
示された。そしてそれを踏まえて，2011年に
は「日系定住外国人施策に関する行動計画」
が策定され，①日本語で生活できるための施
策，②子どもを大切に育てていくための施策，
③安定して働くための施策，④社会のなかで
困ったときのための施策等を推進していくこ
とが具体的に提起されている。
国と県，自治体による多文化共生政策が推
進され，移民が社会的に排除されない環境づ
くりを早急に実施することが必要不可欠であ
ることは論ずるまでもない。その動きをより
加速させることが求められている。なかでも
雇用の安定化が最優先課題である。
しかし，雇用の安定化が求められているに
もかかわらず，グローバル化は，企業の海外
進出を進展させ，より低賃金労働者を得られ
る国への進出を加速させている。そのような
状況下で日本国内の雇用環境はますます悪化
しつつある。非正規雇用労働者は今や 3人に
1人以上となっている。
家電のソニーは美濃加茂市にある子会社
「美濃加茂サイト」を2013年 3 月31日に閉鎖
した。2012年10月にこの工場で働いていた従
業員は2,690人であり，そのうち請負・派遣
会社から非正規労働者は1,850人であったと
いう。非正規労働者の半数以上は移住労働者
である14）。ソニーなどの「多国籍企業」は工
場を低賃金労働者のいる海外へとシフトし，
国内の工場地帯は空洞化しつつある。かつて
各地域は工場を誘致することで，地域の産業
の基盤を強化してきたが，今やその工場が地
域の空洞化，過疎化を加速させつつある。
その空洞化した地域には，貧困化しつつあ
る移民と地元の住民が取り残されることにな
14）中日新聞朝刊2013年 3 月31日付
る。2008年のリーマンショックと同様，さら
にそれ以上の深刻な事態が進行しつつある。
私たちの生活基盤である地域の産業や雇用の
問題は移民と住民とに共通する最重要課題と
なっている。
おわりに
わが国は，1980年代後半以降急速な少子高
齢化により就業人口が減少し，なかでも「単
純労働者」不足は深刻な問題であった。その
問題を移住労働者を受け入れることで解消し
ようとしてきた。しかしグローバル化が進展
する今日，国外のより低賃金の労働者を確保
する方向へと転換しつつある。そしてその方
向は確実に国内の雇用環境の悪化を招きつつ
ある。かつて「単純労働者問題」は移民問題
であったが，非正規雇用問題として私たちの
問題となって顕在化してきた。私たちは移民
問題を私たちの問題として，地域の産業や雇
用環境の抜本的な改革を視野に入れて取り組
む必要がある。
自由記述の「日本人と一緒に税金を払うな
ら同じ待遇が欲しい」「日本で仕事をするの
が大好き。ここに住むのも大好き。平和で美
しい国だ。人々は素敵な人たちだ」「日本は
平和できれいな国だ。お金を貯めるために日
本に来ているが日本が好きだ。日本は一番だ
と思う」「私は心から日本が好きだ。日本に
貢献したいと思っている」という移民の一つ
ひとつの声に応えられる支援が必要である。
移民は，私たちのコミュニティのメンバー
であり，彼らの貧困や教育，医療，介護など
の問題は私たちにつながる問題である。先述
のとおり非正規雇用労働者の派遣切りの問題
は，当初「外国人労働者問題」であったが，
すぐに私たちにもつながる問題であることが
明らかになった。移民にとって安心できる雇
用，医療，教育，福祉は，多様な属性をもつ
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移民の生活問題の現状と課題（朝倉　美江）
1人ひとりの人にとって安心できる社会サー
ビスであり，そのようなサービスが充実し，
人々が助け合える社会こそが多文化共生社会
といえる。だからこそ国，県，自治体，企業，
ＮＰＯなどの市民組織，そして地域の人々と
移民とが協働して多文化共生社会を創造して
いくことが求められる。
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